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第4回（平成23年度）国土交通大臣賞〈循環のみち下水道賞〉

資源のみち部門
下水道技術が環境を変える！入江崎水処理センターに
水環境技術のショーケースがＯＰＥＮ！！

神奈川県　川崎市

入江崎水処理センターは、稼働から約 50 年が経過した、神奈川県内で最も歴史ある下水処理場です。平成 15 
年度より老朽化した施設の再構築事業に合わせて、『①環境改善』、『②エネルギー活用』、『③資源循環』の３つ
の環境対策を柱とした高度処理施設の建設を進め、平成 23 年度に西系高度処理施設の一部が稼働しました。こ
の施設は、国際化した羽田空港に近接する立地特性を踏まえ、最先端の水処理技術を国内外に発信するとともに、
再生可能エネルギーの活用や、省電力化などを推進することにより、環境への貢献を果たしています。
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応募事例名 

下水道技術が環境を変える！入江崎水処理センターに水環境技術のショーケースがＯＰＥＮ！！ 

神奈川県川崎市

応募事例の概要 
入江崎水処理センターは、稼働から約 50 年が経過した、神奈川県内で最も歴史ある

下水処理場です。平成 15 年度より老朽化した施設の再構築事業に合わせて、『①環境改

善』、『②エネルギー活用』、『③資源循環』の３つの環境対策を柱とした高度処理施設の

建設を進め、平成 23 年度に西系高度処理施設の一部が稼働しました。この施設は、国

際化した羽田空港に近接する立地特性を踏まえ、最先端の水処理技術を国内外に発信す

るとともに、再生可能エネルギーの活用や、省電力化などを推進することにより、環境

への貢献を果たしています。 

高度処理施設 全景 
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全量施設内で有効利用 
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高度処理技術 概要
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